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は
じ
め
に

本
学
会
は
１
９
７
4
年
に
フ
ラ
ン
ス
・

マ
ル
セ
イ
ユ
で
『
国
際
視
野
学
会
』（In-

ternationalPerim
etric

Society
:IP
S

）

と
し
て
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
以
後
２
年

ご
と
に
、
神
経
眼
科
や
緑
内
障
と
視
野
と

の
関
連
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
大
学
機
関

が
中
心
と
な
り
、
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
１
９
７
８
年
に

第
３
回
を
東
京
医
科
大
学
の
松
尾
治
亘
教

授
が
東
京
で
、
１
９
９
２
年
に
第
10
回
を

岐
阜
大
学
の
北
澤
克
明
教
授
が
京
都
で
、

そ
し
て
２
０
０
８
年
に
は
第
18
回
を
近
畿

大
学
の
松
本
長
太
准
教
授（
当
時
）が
奈
良

で
開
催
し
て
い
る
。

近
年
、
Ｈ
Ｒ
Ｔ
や
Ｏ
Ｃ
Ｔ
な
ど
眼
底
画

像
解
析
装
置
が
普
及
し
、
視
機
能
と
眼
底

の
形
態
変
化
と
の
関
係
に
関
す
る
研
究
発

表
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
回
、

２
０
１
０
年
の
ス
ペ
イ
ン
領
カ
ナ
リ
ア
諸

島
の
テ
ネ
リ
フ
ェ
島
で
開
催
さ
れ
た
第
19

回
か
ら
『
国
際
視
野
画
像
学
会
』
と
名
称

が
変
更
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
特
徴

本
学
会
の
特
徴
は
、
緑
内
障
や
神
経
眼

科
の
臨
床
を
専
門
と
す
るM

.D
.

と
視
覚
科

このたび、『第20回国際視野画像学会』（International Visual
Field and Imaging Symposium：IVFIS）が１月23日から25日ま
での３日間にわたり、オーストラリアのメルボルンで開催された。



学
や
画
像
工
学
を
専
門
と
す
るPh.D

.

が
、

視
野
と
眼
底
画
像
解
析
に
つ
い
て
１
つ
の

会
場
で
じ
っ
く
り
と
議
論
を
重
ね
る
こ
と

に
あ
る
。
ち
な
み
に
現
在
、
本
学
会
の
理

事
長
は
ハ
ン
フ
リ
ー
視
野
計
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
ソ
フ
ト
開
発
で
有
名
な
米
国
・
ア
イ

オ
ワ
大
学
のC

hris
Johnson

博
士
で
あ

る
。
本
学
会
で
の
発
表
と
質
疑
応
答
は
他

の
国
際
学
会
と
同
様
に
、
す
べ
て
英
語
が

原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
視
野
学
の
発
展

や
視
野
計
の
開
発
に
携
わ
っ
た
先
人
た
ち

は
欧
州
出
身
が
多
く
（
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
視

野
計
のG

oldm
ann

教
授
と
オ
ク
ト
パ
ス

視
野
計
のFankhauser

教
授
は
ス
イ
ス
、

ハ
ン
フ
リ
ー
視
野
計
のH

eijl

教
授
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
）、
故
に
学
会
参
加
者
の
多

く
は
英
語
がSecond

Language

で
あ
る
た
め
、
た
ど
た
ど
し
い
英

語
に
も
極
め
て
寛
容
で
あ
る
。
前

回
の
本
学
会
を
主
催
さ
れ
た
ス
ペ

イ
ン
のG

onzalez-H
ernandez

教

授
は
、
講
演
は
ご
自
身
が
英
語
で

行
な
う
も
の
の
、
質
疑
応
答
は
英

語
に
堪
能
な
教
授
令
嬢
が
通
訳
す

る
と
い
っ
た
こ
と
が
恒
例
に
な
っ

て
い
る
。

本
学
会
の
第
２
の
特
徴
は
、
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
終
わ
る
た
び
に
30
分

の
ブ
レ
ー
ク
タ
イ
ム
が
あ
り
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
質
疑
応
答
の
延
長

が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
３
の

特
徴
は
、
後
に
紹
介
す
る
学
会
中
日
の
午

後
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
最
終
日
の
恒
例
の
バ

ン
ケ
ッ
ト
に
よ
り
、
参
加
者
相
互
の
親
睦

が
図
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
20
回
Ｉ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ｓ

今
回
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
の
眼
科
学
と

視
覚
科
学
の
合
同
チ
ー
ム
が
ホ
ス
ト
と
な

り
、
赤
道
を
越
え
て
初
め
て
南
半
球
で
開

催
さ
れ
た
。
折
し
も
、
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内

で
テ
ニ
ス
の
全
豪
オ
ー
プ
ン
が
開
催
さ
れ

て
い
る
時
期
と
重
な
り
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

の
中
心
に
は
巨
大
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
が
設
置
さ
れ
、
市
街
は
毎
日
、
深

夜
ま
で
大
変
な
活
気
を
見
せ
て
い
た
。

メ
ル
ボ
ル
ン
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

の
南
東
部
に
あ
り
、
大
陸
の
最
南
端
に
位

置
す
る
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
州
都
で
、
人
口

４
０
０
万
人
の
都
市
で
あ
る
。
１
８
５
０

年
代
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
以
降
に
急
速

に
発
展
し
、
１
９
５
６
年
に
は
南
半
球
で

は
初
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ

て
い
る
。

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
は
１
８
５
３
年
に
設

立
さ
れ
た
市
内
中
央
に
位
置
す
る
州
立
総

合
大
学
で
、
タ
イ
ム
ズ
誌
の
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
２
０
０
５
年
に
19
位
に
ラ

ン
ク
付
け
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
広
大
な

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
11
学
部
と
13
の
カ
レ

ッ
ジ（
学
生
寮
）を
有
し
て
い
る
。
今
回
の

Ｉ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
は
、
カ
レ
ッ
ジ
の
中
で
最
古

（
１
８
７
２
年
設
立
）のTrinity

C
ollege

の
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

学
会
は
「
黄
斑
部
の
機
能
と
形
態
」
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ

た
。
３
日
間
で
一
般
講
演
は
41
題
、
学
術

展
示
は
29
題
で
、
合
わ
せ
て
70
題
の
演
題

が
世
界
13
か
国
か
ら
の
参
加
者
に
よ
り
発

表
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
、
松

本
長
太
教
授
の
近
畿
大
学
チ
ー
ム
、
杉
山

和
久
教
授
の
金
沢
大
学
チ
ー
ム
、
鹿
児
島

大
学
の
山
下
高
明
先
生
ご
一
家
、
た
じ
み

岩
瀬
眼
科
院
長
の
岩
瀬
愛
子
先
生
、
本
学

45

会
の
第
１
回
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
滋
賀

医
科
大
学
名
誉
教
授
の
可
児
一
孝
先
生
ご

一
家
ら
、
総
勢
16
人
が
参
加
し
た
。

今
回
、
私
は
「
緑
内
障
濾
過
手
術
前
後

で
の
視
野
障
害
進
行
速
度
の
変
化
」
に
つ

メルボルン市街

メルボルン大学のTrinity College



い
て
発
表
し
た
が
、
演
題
全
体
で
は
、
Ｏ

Ｃ
Ｔ
、
Ｈ
Ｒ
Ｔ
、
Ｓ
Ｌ
Ｏ
な
ど
眼
底
画
像

解
析
装
置
に
よ
り
捉
え
た
網
膜
・
視
神
経

形
態
変
化
と
視
野
変
化
と
の
関
連
が
最
も

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
視
野
計
の
検
査
視

標
サ
イ
ズ
が
検
査
結
果
の
再
現
性
に
及
ぼ

す
影
響
な
ど
、
視
野
学
の
基
礎
的
な
演
題

ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
内
容
で
あ
っ

た
。本

学
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
　T

he
IP
S

Lecture

で
あ
る
。
今
回
の
演
者
は
カ
ナ

ダ
・
ダ
ル
ハ
ウ
ジ
ー
大
学
のB

alw
antray

C
hauhan

教
授
で
、M

odern
im
aging

insights
into
the
progression

ofglau-

com
a

の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
同
教
授
は
25
年
前
、
私
と
同
じ
く
カ

ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
、
緑
内
障
の
世
界

的
大
家
で
あ
るD

rance

教
授
の
下
で
緑

内
障
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
研
究
を
一
緒
に
行

な
っ
た
旧
友
で
あ
る
。
英
国
・
カ
ー
デ
ィ

フ
大
学
で
視
覚
科
学
のPh.D

.

を
取
得
後
、

D
rance

教
授
の
下
で
緑
内
障
視
野
研
究

の
基
礎
を
学
び
、
そ
の
後
、
ダ
ル
ハ
ウ
ジ

ー
大
学
へ
移
り
、
現
在
、
画
像
解
析
装
置

と
視
野
解
析
を
組
み
合
わ
せ
た
研
究
で
は

世
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
教
授
は
学
生
時
代
に

来
日
し
、
半
年
間
か
け
て
日
本
全
国
を
ヒ

ッ
チ
ハ
イ
ク
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
つ
親

日
家
で
あ
り
、
留
学
時
代
に
は
た
び
た
び

私
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
れ
、
和
食
を
食
べ
た

思
い
出
が
あ
る
。

も
う
１
つ
の
特
別
講
演
で
あ
る

The

A
ulhorn

Lecture
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
のJoanne

W
ood

教
授
に
よ
る

V
isualfunction

and
driving

で
あ
っ
た
。
わ
が
国
で

は
、
視
野
障
害
と
患
者
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
つ
い
て

は
読
字
や
書
字
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
の

に
対
し
、
広
大
な
国
土
を
持
つ
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
自
動
車
運
転
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
こ
と
が
興
味
深
か
っ
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｉ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
目
的
は
「
視
野
と
画
像
」
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に
つ
い
て
の
徹
底
討
論
と
同

時
に
、
学
会
参
加
者
間
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
に
学
会
を

主
催
す
る
ホ
ス
ト
側
も
ソ
ー

シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

今
回
は
、
学
会
前
日
の
夕

方
に
、
市
内
を
流
れ
るYarra

川
に
接
す
るRoyalB

otanic

G
ardens

内
の
ガ
ー
デ
ン
ハ

ウ
ス
で
の
ウ
エ
ル
カ
ム
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
っ
た
。

長
旅
の
疲
れ
を
見
せ
ず
に
世

界
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
参
加

者
た
ち
は
、
美
し
い
庭
園
で

ワ
イ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、

２
年
ぶ
り
の
再
会
に
旧
交
を

温
め
合
っ
た
。

学
会
初
日
の
夕
方
に
は
、
学
会
場
か
ら

バ
ス
で
約
40
㌔
離
れ
た
郊
外
に
あ
るEm

u

B
ottom

H
om
estead

と
い
う
１
５
０
年

以
上
前
の
開
拓
当
時
に
建
築
さ
れ
た
農
場

の
母
屋
を
改
造
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
族
の
ア
ボ
リ
ジ

ニ
末
裔
に
よ
る
民
族
舞
踊
を
鑑
賞
し
た
後
、

オ
ー
ジ
・
ビ
ー
フ
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
特

に
圧
巻
だ
っ
た
の
は
南
半
球
か
ら
見
る
夜

空
に
輝
く
星
座
群
で
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

を
見
る
錯
覚
に
陥
る
ほ
ど
の
美
し
さ
で
あ

っ
た
。

２
日
目
の
午
後
に
はH

anging
R
ock

とK
yneton

Ridge
W
inery

へ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
が
あ
っ
た
。H

anging
R
ock

は
ビ

ク
ト
リ
ア
州
中
央
の
岩
山
の
景
勝
地
で
あ

る
が
、
昔
、
こ
の
山
を
遠
足
で
訪
れ
た
名

門
女
学
校
の
教
師
と
生
徒
が
神
隠
し
に
あ

っ
た
と
さ
れ
る
失
踪
事
件
を
題
材
に
取
り

上
げ
た

Picnic
atH
anging

R
ock

と

い
う
映
画
の
舞
台
で
あ
る
。

ビ
ク
ト
リ
ア
州
はM

acedon

産
ワ
イ

ウエルカム・レセプションでワインを楽しむ
（左より）杉山和久先生、可児一孝先生ご夫妻、岩瀬愛子先生、大久保真司先生（金沢大学）

“

“

“

“

真剣な眼差しで学術展示に見入る
岩瀬愛子先生（第１回日本視野学会会長）と杉山和久先生

‘

“

“

“

“

‘



C
ollege

の
講
堂
に
場
所
を
移
し
て
催
さ
れ

た
。O

rm
ond
C
ollege

は
１
８
８
１
年
に

設
立
さ
れ
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
は
２
番

目
に
古
い
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。

バ
ン
ケ
ッ
ト
は
毎
回
、
参
加
者
が
国
別

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歌
や
プ
ロ
顔

負
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
深
夜
ま
で
競

い
合
っ
て
楽
し
む
Ｉ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
名
物
行

事
で
あ
る
。
今
回
の
日
本
チ
ー
ム
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
「
福
笑
い
」
で
、
近
畿
大

47

学
チ
ー
ム
が
事
前
準
備
を
行
な
っ
た
。
学

会
理
事
長
のC
hris

Johnson

博
士
や
本

学
会
の
ホ
ス
ト
と
し
て
縦
横
無
尽
の
活
躍

を
さ
れ
た
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
のA

ndrew

A
nderson

博
士
に
目
隠
し
を
し
て
も
ら

い
、
日
本
の
古
く
か
ら
の
遊
戯
を
楽
し
ん

で
も
ら
っ
た
。
会
場
は
大
喝
采
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
松
本
長
太
教
授
の
指
揮
で
「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
全
員
で
合
唱
し
た
。

お
わ
り
に

次
回
の
Ｉ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
は
、
２
０
１
４
年

９
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
大
学
のM

itchellD
ul

博
士
を
ホ

ス
ト
に
開
催
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

い
え
ば
、
ホ
テ
ル
料
金
も
高
く
、
学
会
出

席
に
高
額
な
出
費
が
付
き
物
で
あ
る
が
、

こ
の
期
間
は
大
学
も
夏
季
休
暇
期
間
中
で

あ
り
、
宿
泊
も
大
学
施
設
を
安
価
で
利
用

で
き
る
の
で
心
配
無
用
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
何
回
訪
れ
て
も
素
晴

ら
し
い
街
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
日
本
か
ら
多

く
の
先
生
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
本
学

会
が
盛
大
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。稿

を
終
え
る
に
当
た
り
、
記
念
写
真
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
可
児
一
孝
名
誉
教

授
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日本チームの「福笑い」のパフォーマンス

Ormond Collegeで催されたバンケット風景

Kyneton Ridge Winery での近畿大学チーム

Hanging Rock の岩山の頂上に立つ松本長太先生

ン
の
生
産
で
有
名
で
あ
る
が
、K

yneton

RidgeW
inery

で
は
美
味
し
い
ワ
イ
ン
の

味
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
終
日
の
晩
は
、
今
回
も
Ｉ
Ｖ
Ｆ
Ｉ
Ｓ

恒
例
の
伝
統
的
な
バ
ン
ケ
ッ
ト
が
、
学
会

場
で
あ
るTrinity

C
ollege

か
らO

rm
ond


